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ボランティアバスを運行
～がんばろう！いわて・みやぎ～

　10月12日に上陸した台風19号は、全国
的に大きな被害をもたらしました。
　当協議会では12月14日、21日にボラン
ティアバスを運行し、宮城県丸森町へ災害
支援に行ってきました。高校生や一般ボラ
ンティアの他、一関市民生委員児童委員連
絡協議会の委員とともに家財の運び出しや
建物周辺の泥出し、流れてきた稲わらの運
び出しなどの活動を行ってきました。
　ボランティアに参加した高校生は、「復
興に関わることができ、貴重な経験となっ
た」「災害が起こる前に避難所や非常食等
の知識を身につけたい」と話していました。
※７頁には義援金についても掲載しており
ます。引き続き皆さまのご支援をお願い
いたします。



  
　聴覚障がい、視覚障がいの当事者であるピアカウンセラーのお二人を講師に、山目小学校で
福祉教育を行いました。暮らしの中での工夫や、いつも使用している道具などについて教えて
いただき、子どもたちは興味深く授業に参加していました。
　また、弥栄小学校では車いす操作の体験も行い、最後には岩手県立大学の実習生から福祉に
ついてのお話をしていただきました。

　 「目線を合わせて声をかけることが大切
だとわかった」「困っている人がいたら勇
気を出して声をかけたい」と自分たちには
何ができるかを考える機会となりました。

　 
　「ピア」とは「仲間」を意味し、ピアカウンセラーとは同じような立場や同じ
悩みを抱えた人のカウンセリングをする人のこと。

　社会福祉協議会にはボランティアセンターが設置されており、各地域に支部ボランティアセ
ンターがあります。福祉教育を行っていますので、詳しくは最寄りのボランティアセンターへ
お問い合わせください。

 問合せ先 　一関市ボランティアセンター　TEL 23-6020　FAX 23-6024

わたしたちにできることわたしたちにできること

❷

　市内の高校生 10名が集い、「高校生を対象とした地域福祉
ワークショップ」が開催されました。東北福祉大学の学生の
協力のもと、自分の住んでいる地域の課題や、課題に対して
自分たちにできることなどについて話し合いました。
　高校生からは、「地域の行事に積極的に参加し、交流を深
める」「回覧板を自分で渡しに行く」「ボランティアに参加す

る」「道路
環境など危
険な場所をチェックしたマップを作り注意を促す」
などといった意見が発表されました。
　今回出された意見は次期一関市地域福祉（活動）
計画に活かされる予定です。当協議会でも誰もが
住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、住民の
方々と一緒に取り組んで参ります。

高校生ワークショップ開催

わたしたちにできること

　ピアカウンセラーって？？



❸

　12月20日、行政や事業所職員等を対象に
「日常生活自立支援事業の理解と他機関との
連携について」の研修会を行いました。当日
は岩手県社会福祉協議会より日常生活自立支
援事業の現状報告を、静岡県社会福祉協議
会、島田市社会福祉協議会のお二人からは関
係機関との連携や役割分担、事業利用におけ
る効果的な連携について事例紹介を交えなが
らお話をいただきました。
　参加者は「事業についてまずは関係機関が正しく理解することが必要」「関係機関と情報共
有し連携していくことの重要性を再確認できた」と、連携を深めていくための取り組みを考え
る機会となりました。

　 
　認知症や障がいなどで判断能力が不十分な方が、地域で安心して生活する
ことができるよう福祉サービスの利用手続きなどのお手伝いをしています。

日常生活自立支援事業　一関地域研修会開催

　日常生活自立支援事業とは？？

 
　就労継続支援事業所（Ｂ型）千厩ワー
クプラザは、昨年 12月 23 日に千厩字石
堂地内に移転しました。当事業所は、一
般就労が困難な障がい者の皆様に働く場
の提供と、就労に必要な知識の習得や訓
練等の支援を行っています。
　地域の皆様や企業等のご理解・ご協力
により薪加工やウエス（工業用油拭き取
り布）の裁断、ふのりのゴミとり、公共
施設の清掃、メール便配達、また季節に
より草刈りや農作業にも取り組んでいま
す。現在、施設利用者は 20代から 80代
までの 20名で、大東、東山、藤沢、千厩
地域から元気に通所しています。
　移転により作業環境、生活環境が改善
されましたが、利用者の皆様の安心・安
全な作業への取り組みを通して、これか
らも地域で必要とされる施設としてサー
ビスの提供を行ってまいります。

千千厩厩ワークプラザワークプラザが移転しましたが移転しました千千厩厩ワークプラザワークプラザが移転しましたが移転しました
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❹

　今回の活動紹介は、厳美地区福祉活動推進協議会
（佐藤昌悦　会長）です。
　同協議会は、高齢者の運転免許返納後の移動手
段について相談があったことをきっかけに、厳美
地区全体の問題としてみんなで話し合う必要を感
じ、研修会を行いました。第 1回目は「高齢者の
移動手段の確保に向けて」と題して住民の他、行
政等関係者 24名が参加し、市より、現在のバス
交通網やデマンド型乗り合いタクシーについて、
移動手段に関わる施策について説明を受けた後、
厳美地区の課題とどのような移動手段が必要か 3
グループに分かれて話し合いました。様々な意見
が飛び交い、継続して地区で話し合い解決策を見
出していこうとの話から、厳美地域活性化推進協議会と共催で第 2回目「厳美地区における公共
交通についての懇談会」を行いました。
　今後ますます少子高齢化になる中、「自分達の将来の生活を見据えて考えていかなくてはいけな
い」と話されていました。この研修会が地区の皆さんや関係者をつなぐ場となり、地区の課題解
決へ向けた話し合いの場となりました。
　地域福祉コーディネーターとして、今後の厳美地区の移動手段について継続して話し合い、課
題解決していけるよう関係性を深めていきたいと思います。　　　（担当：地域福祉コーディネーター　加藤）

福祉活動推進協議会の活動紹介

●第 8回●　一関市厳美地区

  

　岩手県社会福祉協議会主催で、令和元年度暮らし支えるボランティアの集いを開催します。
市町村の枠を超えた情報交換や交流を通じて、ボランティア活動に対する新たな参加機運を高
めましょう！
 
 日　時 　令和２年３月₁₇日（火）　₁₀時₃₀分～₁₅時
 会　場 　一関文化センター（一関市大手町２-16）

 対　象 　ボランティア、ボランティアに関心のある方等

 内　容 　 活動発表　①�高齢者を対象にしたボランティア活動
　　　　　 　　　　　②子どもを対象にしたボランティア活動
　　　　　 　　　　　③障がいのある方を対象にしたボランティア活動
　　　　　 ※午後には各グループで課題について話したり情報共有します。

 参加費 　 参加は無料。希望される方には昼食弁当を 500円（税込）で準備いたします。

 申　込 　 ２月28日（金）までに一関市社会福祉協議会（TEL�23︲6020）までお申し
込みください。

暮らし支えるボランティアの集い暮らし支えるボランティアの集い



❺

一関市社会福祉協議会には、８つの支部が
あります。支部通信では、それぞれの支部
の取り組みなどについてご紹介します。
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ふれあいサロン世話人研修会を開催します

知って予防するヒートショック

東山中学校生徒会が街頭募金を実施

心のバリアフリーを

室根地域ふれあいサロン研修会を開催‼
～ 寒さなんかに 負けないように～

移転した千厩ワークプラザで楽しく一年の労を労う

あきらちゃん＆ジャンプくんあそびうたコンサートを開催

金婚を祝う会を開催

　ふれあいサロンの世話人等を対象に、各サロンで実施しているメニュー
の情報交換を行い、「こんなメニューがあったらいいな」をみなさんで
考えます。　日時：3月4日、13日　場所：一関市総合福祉センター

　丑石第２老人クラブでは健康講話を開催し、看護師から冬の時
期に多く起こるヒートショックや感染症対策について学びました。
参加者は、お風呂の温度設定のことなど積極的に質問していました。

　歳末たすけあい募金活動として、東山中生徒会が、町内で
街頭募金を実施しました。生徒 39人が、町内４カ所に分か
れて募金活動を実施し、45,679円の寄付をいただきました。 

　「障がいを知る…」をテーマに講演会を開催しました。介
助犬と車いすでの生活や白杖での生活について聴講し、共に
支え合えば、いきいきと生活できることを学びました。

　千厩ワークプラザが千厩字石堂に移転しました。新しい施
設で初めてのクリスマス兼忘年会。みんなで作ったケーキと、
輪投げやカラオケで楽しいひと時を過ごしました。

　福祉啓発事業の一環として、あそびうたコンサートを開催
しました。当日は約 100名の親子が参加し、一緒に歌ったり
踊ったり親子揃って楽しい時間を過ごしました。

　令和元年度第２回ふれあいサロン研修会が室根保健センターを会
場に開催されました。講師は一関市体育協会の浅利健先生で、寒い冬
でも部屋の中でできる簡単な軽運動について 44人が受講しました。

　第 23回藤沢町金婚を祝う会をカンブン会館で開催しました。結婚
50周年を迎えたご夫妻が 15組参加し、集まった関係者から祝福を受
け、夫婦二人三脚で歩んできた 50年の思い出話に花が咲きました。

12月27日12月27日

12月４日12月４日

昨年度のようす昨年度のようす 12月８日12月８日

12月16日12月16日

12月26日12月26日

12月１日12月１日 11月22日11月22日
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住　所：一関市城内１ー36

  TEL  ：23-6020　FAX：23-6024

受付時間：土・日・祝日を除く　午前９時〜午後５時まで

担　当：佐藤　恵、佐藤惠利子

　
　初めて子どもを預けるので、
“迷惑をかけるんじゃないか
な？”“泣くんじゃないかな？”
と心配でしたが、あずかり会
員さんのお家で子どもが楽し
く過ごしていた様子を聞いて
安心しました。
　あずかり会員さんには、気
軽に頼めてとても助かってい
ます。

～あずかり会員さんの声～
お母さんと離れる時には
どんなお子さんでも泣いて
しまうけど、大丈夫ですよ。
「自分の孫みたいで可愛い！」

育児の手伝いを
したい人

育児を手伝って
ほしい人

～おねがい会員さんの声～



❼

　岩手県共同募金会では、この災害により被災された方々を支援するため
義援金を受け付けております。

1　募集期間　　令和 2年 3月31日（火）まで
2　受入方法

　一関市共同募金委員会の最寄りの地区事務所へお問い合わせください。
　また、募金箱を社会福祉協議会各支部、市役所各支所に設置しています。

　　　一関地区事務所：23-6020　 花泉地区事務所：82-4002　 大東地区事務所：71-1177
　　　千厩地区事務所：53-2885　 東山地区事務所：47-3238　 室根地区事務所：64-3983
　　　川崎地区事務所：43-4323　 藤沢地区事務所：63-5122

皆さまのご協力をお待ちしております。
　特定の都県を指定してご寄付されたい場合は、当該都県共同募金会または都県庁の受け入れ
口座にご送金ください。
　詳しくは中央共同募金会ホームページをご覧ください。　　　中央共同募金会　　検索　　

「令和元年度台風19号災害」による義援金受付「令和元年度台風19号災害」による義援金受付

地域の支え合い活動を応援します！
令和元年度赤い羽根共同募金による

令和 2年度「地域の支え合い活動応援事業」

　対　象　活　動　　 一関市内のボランティア団体、自治会・町内会等のグループが、地域の支え
合い活動を推進するため、住民等を対象として行う活動

　事業実施年度　　令和２年度（令和２年４月～令和３年３月）

　助　成　額　　①対象経費の総額の範囲内で１団体５万円以内
　　　　　　　　②助成総額　30万円
　令和２年２月14日（金）から受け付けます。第 1回の助成決定は６月を予定しております。
第２回以降の助成決定については次号（３月31日発行）でお知らせいたします。
　詳細については下記へお問い合わせください。当協議会のホームページにも掲載しております。

 申請・問合せ先 　一関市共同募金委員会各地区事務所（下記参照）

活　動　事　例
見守り・訪問活動、地域情報誌作成・配布活動、子どもの居場所づくり、雪かきのお手伝い、高
齢者の買い物支援、自力での移動が難しい方の通院などの移動支援、住民が参加する地域活動、
住民座談会、高齢者・子ども・障がい者との交流会、文化講演会・研修会の開催、施設への慰問
活動、季節の行事開催、健康運動の活動支援、介護予防事業、生きがいづくり支援、活動に必要な
備品整備　等

募
金
箱
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令和元年11月から令和元年12月末までに、市民の皆様からご寄附がありました。

社会福祉法人　一関市社会福祉協議会ホームページ　http://www.ichinoseki-shakyo.com/

まごころ寄附の使いみち
♥ ♥

まごころ寄附まごころ寄附

本部・各支部連絡先  
本部・一関支部（23-6020）　　花泉支部（82-4002）　　大東支部（71-1177）　　千厩支部（53-2885）

東山支部（47-3238）　　室根支部（64-3983）　　川崎支部（43-4323）　　藤沢支部（63-5122）

本　　　　部				  
　　　　　	 関　水　書　道　会 様　　20,000円

2019ピースフェスタいちのせき実行委員会 様　　11,933円
一関市老人クラブ連合会 様　　65,462円

一関支部				  
真柴字中田	 　千　葉　淳　子 様　　3,000円
赤荻下谷地	 　小　原　修　一 様　　50,000円

舞川地区福祉活動推進協議会 様　　56,401円
　一関信用金庫本店　信友会　しあわせの会 様　　58,116円

　　　　　狐禅寺市民センターまつり実行委員会 様　　28,838円
合同会社　奥洲屋燃料 様　100,000円

花泉支部				  
老松字中沢	 　今　野　和　子 様　100,000円
油島字砂押	 　高　橋　　　正 様　100,000円
一関市東地主町	 　稲　邊　長　平 様　500,000円
金沢字北金里	 　加　藤　宗　雄 様　100,000円
永井字粒乱田	 　千　葉　健　吾 様　　10,000円
　　　　　第48回花泉芸術文化祭舞台部門

舞　踊　発　表　会 様　　10,000円
　　　　　花泉ダンス同好会

会長　阿　部　すみ子 様　　10,000円

大東支部				  
大原字下烏神	 　伊　東　隆　之 様　　50,000円
渋民字大馬場	 　菊　池　義　彦 様　100,000円
大原字袖山沢	 　岩　渕　順　之 様　　50,000円
中川字中山	 　及　川　　　武 様　　50,000円
鳥海字東丑石	 　村　上　春　好 様　　30,000円
埼玉県久喜市	 吉　田　　　了 様　　50,000円

匿　　　名 　　　　6,620円
　　　　　一関市グラウンドゴルフ協会大東支部

支部長　佐　藤　征　也 様　　30,000円
　　　　　大東町芸術文化協会大原支部

支部長　金　野　恒　男 様　　54,946円
　　　　　産直ふるさと大東

　　組合長　菅　原　豊　一 様　　46,980円
猿沢字金取南沢	 　小野寺　正　子 様　タオル70枚
渋民字横張	 　　三　浦　　　淳 様　タオル119枚

千厩支部				  
千厩字町浦	 　千　田　久　夫 様　　30,000円
奥玉字刈屋野	 　金　野　秀　昭 様　100,000円

東山支部				  
長坂字里前	 　那　須　　　勤 様　100,000円
田河津字夏山	 　小野寺　喜　昭 様　　50,000円
田河津字竹沢	 　髙　橋　宏　藏 様　100,000円
長坂字北磐井里	 　千　葉　岩　夫 様　　50,000円
長坂字町	 　伊　藤　裕　司 様　　50,000円
長坂字西本町	 　千金楽　典　明 様　　81,460円
　　　　　一関市ゲートボール協会東山支部

支部長　赤　坂　哲　郎 様　　22,744円
　　　　　東山町ボランティア連絡協議会

会長　岡　崎　ノリコ 様　　40,000円
　　　　　げいび奉賛会

会長　浅　利　　　幸 様　　30,000円
　　　　　山神社奉納演芸会実行委員会

委員長　横　沢　栄　基 様　　50,000円

室根支部				  
折壁	 　小　山　雅　英 様　100,000円
折壁	 　小野寺　　　茂 様　100,000円
矢越字大畑	 　櫻　井　真　一 様　　50,000円
津谷川字本宿	 　佐　藤　博　子 様　　50,000円
　　　　　Ｂ＆Ｓカタツムリ会

　代表　小野寺　寿　之 様　　56,479円

川崎支部				  
門崎字所萱	 千　葉　賢　志 様　100,000円
門崎字布佐	 佐　藤　成　一 様　　50,000円
門崎字石蔵	 千　葉　直　利 様　　50,000円
薄衣字石船渡	 今　野　　　寿 様　　50,000円

藤沢支部				  
黄海字京堂	 　千　葉　昭　三 様　　50,000円
西口字切付	 　小　野　民　雄 様　　50,000円
保呂羽字嶺沢	 　山　口　政　志 様　　50,000円
　　　　　藤沢ＹＯＳＡＫＯＩ炎武

代表　千　葉　幸　子 様　　35,000円

　皆様からいただいたまごころ寄附は、社協だよりの発行、お茶っこ広場、心配ごと相談所事業の一部に
使われるほか、「小地域福祉推進事業（地区福祉活動推進協議会等への助成）」「ボランティアセンター事業」
など、地域福祉を推進するための貴重な財源となっております。


